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Ⅰ．研究の目的と方法

　本研究は，批判的教科書活用論に関する継続研究で
ある．批判的教科書活用論とは，一著作物に過ぎない
教科書記述を中立公平な絶対的真理として教えること
によって，権威や常識に盲従する国家・社会の順応者
を育成してしまう我が国の社会科の問題点を克服する
授業作りの方法である 1）．教科書の記述が多様な解釈
のひとつにすぎないことや，社会の現実を生産・変革
する政治的実践であることを学習させる授業を開発す
ることにより，教科書記述が中立公平な絶対的真理で
はないことを子どもに理解させ，権威や常識に盲従し
ない国家・社会の形成者の育成をめざすわけである．
これまでの研究では，「日中全面戦争」「産業革命と欧
米諸国」「ヨーロッパのアジア侵略」という 3 つの教
科書紙面を題材にして，生徒に執筆者の解釈を予想・
探求・吟味させることにより，教科書記述が多様な解
釈のひとつに過ぎないことを理解させる授業を開発し
た 2）．これまでの研究で明らかになったことは次の 2
点である．
　1 点目．批判的教科書活用論に基づいて授業を開発
すると，「なぜか」「結果どうなるか」という推論の思
考を生徒に求める社会科授業になりやすいということ
を明らかにした．「日中全面戦争」の紙面では，「日中
戦争が長期化したのはなぜか」という学習課題を設定
して，日中戦争が起きたという結果を既知にその原因
を推論させる授業を開発した．また，「産業革命と欧
米諸国」と「ヨーロッパのアジア侵略」の紙面では，「産
業革命によってどのような変化が起きただろうか」「イ
ギリスの三角貿易は，清とインドにどのような影響を
与えただろうか」という学習課題を設定して，産業革

命や三角貿易という原因を既知にその影響を推論させ
る授業を開発した．教科書の執筆者は，何の考えもな
く闇雲に教科書の本文を記述したり資料を掲載したり
しているわけではない．出来事の因果関係を解釈し，
それに相応しい本文を記述し資料を掲載している．そ
のため，執筆者の解釈を予想・探求・吟味させる授業
を開発しようとすると，子どもに出来事の原因や影響
を推論させる社会科授業になりやすいのではないか．
　2点目．批判的教科書活用論に基づく社会科授業は，
生徒の事実的教科書観を変革する可能性があることを
明らかにした．「産業革命と欧米諸国」と「ヨーロッ
パのアジア侵略」では，実験授業後，教科書のイメー
ジ変化を生徒に尋ねるアンケートを実施した．その結
果，実験授業を受けたことによって，教科書の紙面を
合理的な構成物とみなす合理的紙面観を形成したり，
教科書の本文を出来事の選択的記述とみなす選択的文
章観を形成したり，教科書の資料を課題の回答に役立
つ契機とみなす実用的資料観を形成したりしている生
徒がいることが分かった．批判的教科書活用論は，教
科書の紙面を本文と資料の単なる羅列とみなす羅列的
紙面観や，教科書の本文を出来事の網羅的記述とみな
す網羅的文章観，教科書の資料を本文や紙面の飾りと
みなす装飾的資料観を変容させることによって，事実
的教科書観を変革する可能性を秘めていることを明ら
かにした．
　本研究では，これまでの研究で明らかになったこと
の妥当性をさらに検討することを目的とする．具体的
には，①批判的教科書活用論に基づくと，「なぜか」「結
果どうなるか」という推論の思考を生徒に求める社会
科授業になりやすいかどうか，②批判的教科書活用論
は，生徒の事実的教科書観を変革する上で有効かどう
か，という 2 点を検討することを目的とする．この目
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的を達成するために次のような研究方法を取る．第 1
に，2016 年度前学期の大学院科目「社会科教育学実
践特論Ⅱ」を履修する院生 3 人に批判的教科書活用論
を指導し授業モデルを開発させる段階．第 2 に，開発
した授業モデルの実験授業を本学の附属中学校で実施
する段階．第 3 に，実験授業の実施に伴って生徒の意
識調査を行い，その結果を分析する段階．こうした 3
つの段階を踏まえて研究を進めれば，第 1 段階や第 2
段階で上記①の妥当性を，第 2 段階や第 3 段階で上記
②の妥当性をよりよく検討できるのではないか．次の
Ⅱ章では，大学院生が取り組んだ授業開発及び実験授
業の実際を紹介することにより，第 1 段階及び第 2 段
階の詳細を報告しよう．
　なお，本論文は分担執筆である．そのため，各章又
は各節の末尾に執筆責任者の氏名を記した．論文の構
想及び編集は藤瀬が行った．
 （藤瀬泰司）

Ⅱ．大学院生による授業開発と実験授業の取組

1．授業開発の実際
　本節では，「社会科教育学実践特論Ⅱ」で行った授
業開発の実際を紹介しよう．本科目では，五味文彦他
『新しい社会 歴史』東京書籍（2014）という教科書を
主な教材にして授業開発を行った．この教科書を使用
した理由は，実験授業を行う本学の附属中学校で使わ
れているからである．また，実験授業を行う時期を考
慮して，「キリスト教世界とルネサンス」「ヨーロッパ

と外の世界」「ヨーロッパ人との出会い」という 3 つ
の紙面を使って授業を開発した．これら 3 つの紙面に
ついて教材研究を行い設定した学習課題とその回答を
示すと，表 1 のように整理できる．
　「キリスト教世界とルネサンス」という紙面は，「中
世ヨーロッパ」「イスラム世界と十字軍」「ルネサンス」

「宗教改革」の 4 つの小見出しで構成されている．こ
の紙面構成を踏まえると，執筆者は，イスラム世界と
接した十字軍という出来事が，ルネサンスや宗教改革
という影響をもたらしたことを記述しようとしている
のではないかと推測できる 3）．そのため，この紙面を
使って授業を作ろうとすれば，「十字軍の遠征はヨー
ロッパにどのような影響を与えたのだろうか」という
学習課題を設定して，十字軍の影響によって①ルネサ
ンスと②宗教改革という 2 つの出来事が生じたことを
追究させる必要があると考えた．
　「ヨーロッパと外の世界」という紙面は，「アジアの
物産を求めて」「アメリカ大陸の植民地化と奴隷貿易」

「スペインからオランダへ」の 3 つの小見出しで構成
されている．この紙面構成を踏まえると，執筆者は，
ヨーロッパ人の新航路開拓がアメリカ大陸の植民地化
や三角貿易の成立をもたらすとともに，オランダによ
る世界経済の覇権掌握につながったことを記述しよう
としているのではないかと推測できる 4）．そのため，
この紙面を使って授業を作ろうとすれば，「ヨーロッ
パ人が開拓した新航路によって，世界にどのような影
響がもたらされたのだろうか」という学習課題を設定
して，ヨーロッパ人の新航路開拓によって①アメリカ

表 1　各紙面で設定した学習課題とその回答

タイトルと
小見出し　

学習課題と
その回答

キリスト教世界とルネサンス
・中世ヨーロッパ
・イスラム世界と十字軍
・ルネサンス
・宗教改革

ヨーロッパと外の世界
・アジアの物産を求めて
・アメリカ大陸の植民地化と奴

隷貿易
・スペインからオランダへ

ヨーロッパ人との出会い
・鉄砲の伝来
・キリスト教の伝来と南蛮貿易
・キリスト教の広まり

教科書記述をもと
に設定した学習課
題

十字軍の遠征はヨーロッパに
どのような影響を与えたのだ
ろうか．

ヨーロッパ人が開拓した新航
路によって，世界にどのよう
な影響がもたらされたのだろ
うか．

キリスト教の伝来は日本にど
のような影響をもたらしたの
だろうか．

教科書記述をもと
に設定した回答

十字軍の遠征によって，①ル
ネサンスが起こり，古代ギリ
シアやローマの表現を復興し
た美術作品が生まれ科学や技
術が進歩した．また，②教会
の地位が低下するなかで宗教
改革がおこり，プロテスタン
トが勢力を拡大した．

新航路の開拓によって，①ア
メリカ大陸はヨーロッパの植
民地となり，②アフリカを巻
き込んだ三角貿易が成立した．
さらに，③ヨーロッパでも，
地中海から大西洋へ貿易の中
心が移り，オランダが繁栄し
た．

キリスト教の伝来によって，
①布教活動と一体化した南蛮
貿易が行われるようになり，
②キリシタン大名の登場など
によってキリスト教が日本の
民衆にも広く浸透した．

教科書記述だけで
は設定できない回
答

なし アメリカ大陸でしか生産され
ていなかったジャガイモやト
ウモロコシ，トマトなど，私
たちの生活にとって身近な食
材も世界中に広まった．

なし
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大陸の植民地化，②三角貿易の成立，③オランダの繁
栄という 3 つの出来事が生じたことを追究させる必要
があると考えた．
　「ヨーロッパ人との出会い」という紙面は，「鉄砲の
伝来」「キリスト教の伝来と南蛮貿易」「キリスト教の
広まり」の 3 つの小見出しで構成されている．この紙
面構成を踏まえると，執筆者は，日本にキリスト教が
伝来したことによって，布教活動と一体化した南蛮貿
易が行われるようになり，さらにキリシタン大名の登
場などによってキリスト教が日本の民衆にも広く浸透
したことを記述しようとしているのではないかと推測
できる 5）．そのため，この紙面を使って授業を作ろう
とすれば，「キリスト教の伝来は日本にどのような影
響をもたらしたのだろうか」という学習課題を設定し
て，キリスト教の伝来によって①南蛮貿易の開始と②
キリスト教の浸透という 2 つの出来事が生じたことを
追究させる必要があると考えた．
　「キリスト教世界とルネサンス」「ヨーロッパと外の
世界」「ヨーロッパ人との出会い」という 3 つの教科
書紙面を使った歴史授業の学習課題とその回答は，以
上のように構想できる．ただし，教科書紙面をもとに
学習課題とその回答を設定するだけでは，批判的教科
書活用論の有効性を吟味することはできない．なぜな
ら，批判的教科書活用論は，教科書記述が多様な解釈
のひとつに過ぎないことを子どもに理解させることを
めざす授業作りの方法であるため，教科書記述をもと
に追究可能な学習課題の回答を設定するだけではな
く，その記述だけでは追究できない回答を設定しなけ
ればならないからである．
　そこで，本研究では，教科書記述が多様な解釈のひ
とつに過ぎないことを理解させる上で批判的教科書活
用論が有効かどうか確かめるために，「ヨーロッパと

外の世界」の授業作りに限って，教科書記述だけでは
追究できない学習課題の回答を設定した．具体的には，

「アメリカ大陸でしか生産されていなかったジャガイ
モやトウモロコシ，トマトなど，私たちの生活にとっ
て身近な食材も世界中に広まった」という新航路開拓
の影響を学習課題の回答として設定した．次節では，
このようにして開発した授業の実際を報告しよう．
 （安部統己）

2．実験授業の実際
　実験授業は，本学の附属中学校で表 2 の通り実施し
た．各紙面の授業開発を担当した院生が各紙面の実験
授業の授業者も務めた．本節では，紙幅の都合上，教
科書記述にのみ基づく「キリスト教世界とルネサンス」
の授業と，教科書記述だけに依らない「ヨーロッパと
外の世界」の授業の 2 つを取り上げ，その実験授業の
様子を紹介しよう．これら 2 つの授業の学習活動の概
略は，次頁の表 3 のように示すことができる．
　「キリスト教世界とルネサンス」の実験授業の「導入」
では，十字軍開始時の宗教分布を地図で提示し，キリ
スト教世界がイスラム世界と接しており，聖地イェル
サレムが奪われたことによってキリスト教世界の危機
感が強まったことを把握させた．その後，十字軍の進
路を地図で確認させ，「十字軍の遠征はヨーロッパに
どのような影響を与えたのだろうか」という学習課題
を提示し，その答えを予想させた．十字軍の 1 つ目の
影響であるルネサンスに関して予想できた生徒は多
かったが，2 つ目の影響である宗教改革に関して予想
できた生徒はいなかった．
　「展開」では，まず，十字軍の遠征とルネサンスの
関わりについて追究させた．ボッティチェリの「ヴィー
ナスの誕生」やミケランジェロの「ダビデ」などのル

表 2　実験授業の実施状況

紙面 授業者 学級 月日 校時 出席者
「キリスト教世界とルネサンス」 中村俊樹 ２年１組 6/22 5 39 人

〃 〃 ２年２組 6/20 3 37 人
〃 〃 ２年３組 6/20 1 38 人
〃 〃 ２年４組 6/20 5 38 人

「ヨーロッパと外の世界」 安部統己 ２年１組 6/23 6 40 人
〃 〃 ２年２組 6/22 2 36 人
〃 〃 ２年３組 6/21 3 35 人
〃 〃 ２年４組 6/22 1 39 人

「ヨーロッパ人との出会い」 米満昇平 ２年１組 6/24 3 39 人
〃 〃 ２年２組 6/23 1 36 人
〃 〃 ２年３組 6/22 5 38 人
〃 〃 ２年４組 6/23 2 39 人
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ネサンス美術と，中世の美術作品を比較し，「ヨーロッ
パ古代文明の影響を強く受けているのはどちらか」を
考えさせた．この活動を通して，十字軍がもたらした
東西交流の促進が，イスラム世界からギリシアやロー
マの古代文明が再びヨーロッパに伝えられたことに気
づかせるようにした．次に，十字軍遠征と宗教改革の
関わりについて追究させた．「プロテスト」の意味に
ついて調べる活動を行ったり，カトリックとプロテス
タントの教義の相違について比較させたりした．その
後，「十字軍の遠征後にカトリック教会の地位が低下
するのはなぜか」という発問を行い，十字軍の相次ぐ
失敗がカトリック教会への批判を生じさせたことを把
握させた．「終結」では，本授業の学習課題を確認させ，
十字軍遠征による影響が①ルネサンスと②宗教改革の
2 点であったことを整理して授業を終了した．
　次は，「ヨーロッパと外の世界」の実験授業の様子
を見ていこう．「導入」では，ヴァスコ・ダ・ガマ，
コロンブス，マゼランの航海ルートを地図で確認させ，

ヨーロッパ人の新航路開拓の背景には，アジアの香辛
料をイスラム商人の介入なしで手に入れたいという動
機があったことを把握させた．そして，「ヨーロッパ
人が開拓した新航路によって，世界にどのような影響
がもたらされたのだろうか」という学習課題を提示し，
その答えを予想させた．新航路開拓の 1 つ目の影響で
あるアメリカ大陸の植民地化について予想できた生徒
は多かったが，2 つ目や 3 つ目の影響である三角貿易
の成立やオランダの繁栄について予想できた生徒は一
人もいなかった．
　「展開」では，まず，新航路開拓と植民地の関わり
について追究させた．コロンブスの航海日誌や上陸の
様子を描いた版画を提示し，先住民に対するヨーロッ
パ人の偏見を読み取らせた．また，マチュピチュ遺跡
の写真からインカ帝国の建築技術の高さなどに気づか
せ，植民地化以前のアメリカ大陸では高度な文明が栄
えていたことを把握させた．そのうえで，「彼らはな
ぜ滅んでしまったのだろうか」という発問を投げかけ，

表 3　「キリスト教世界とルネサンス」と「ヨーロッパと外の世界」の主な学習活動

過程 「キリスト教世界とルネサンス」 「ヨーロッパと外の世界」

導入 ・十字軍開始時の宗教分布を確認し，イスラム世界
とキリスト教世界が接していたことを確認する．

・十字軍の進路を地図で確認する．
〇学習課題「十字軍の遠征はヨーロッパにどのよう

な影響を与えたのだろうか」に対する回答を予想
する．

・ヴァスコ・ダ・ガマ，コロンブス，マゼランの航
海ルートを確認する．

・ヨーロッパ人が新航路を開拓した背景を考える．
〇学習課題「ヨーロッパ人が開拓した新航路によっ

て，世界にどのような影響がもたらされたのだろ
うか」に対する回答を予想する．

展開 ・ルネサンス期の美術作品と中世の美術作品との比
較を行い，十字軍の遠征によって東西の交流が促
進され，ギリシアやローマの古代文明が再びヨー
ロッパに伝えられたことを理解する．

・ルネサンスによってもたらされたもので，美術作
品以外にどのようなものがあったか考える．

・東西交流の活発化によって生じたルネサンスが，
十字軍の遠征による１つ目の影響であることを確
認する．

・コロンブスの航海日誌や上陸するコロンブスを描
いた絵を見て，ヨーロッパ人の先住民に対する偏
見の眼差しに気づく．

・インカ帝国やアステカなど，植民地化以前に栄え
ていた文明について知り，彼らの滅亡の原因につ
いて考える．

・アメリカ大陸の植民地化が新航路開拓の１つ目の
影響であることを理解する．

・「プロテスト」にはどのような意味があるか調べ，
宗教改革の概要やきっかけ，中心的人物などを知
る．

・カトリックとプロテスタントの考え方について比
較を行い，十字軍遠征の相次ぐ失敗が教皇権の失
墜をもたらし，これが宗教改革へと繋がっていっ
たことを理解する．

・カトリックや教皇に対する批判を行った宗教改革
は，十字軍の遠征による２つ目の影響であること
を理解する．

・三角貿易の図を見て，商品の動きを確認する．
・なぜ新大陸へ奴隷が輸出されるようになったのか

考え，新大陸の人口減が奴隷貿易を成立させたこ
とを理解する．

・三角貿易の成立が新航路開拓の 2 つ目の影響であ
ることを確認する．

・新航路開拓前に貿易の中心地であった地中海がな
ぜ衰退したのか考え，大西洋を中心とする貿易の
繁栄について学習する．

・新航路開拓の３つ目の影響が，オランダの繁栄で
あることを理解する．

終結 ・教科書が考える学習課題が，①東西交流の促進に
よるルネサンスの成立と②教皇権の失墜による宗
教改革の開始の２点であることを整理する．

・教科書が考える学習課題の回答が，①アメリカ大
陸の植民地化，②三角貿易の成立，③オランダの
繁栄の３点であることを整理する．

〇新航路開拓によってジャガイモやトマト，トウモ
ロコシなどのアメリカ大陸のみで生産されていた
ものが世界中に広まったことを，教科書に掲載す
べきかどうか考える．
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彼らが鉄製の銃や騎馬戦術などを持たなかったことが
原因であったことを把握させた．次に，新航路開拓と
三角貿易の関わりについて追究させた．三角貿易の図
を提示して商品の流れを把握させ，その後，アフリカ
から新大陸へ連行された奴隷に着目させ，「なぜ新大
陸で奴隷が必要とされたのか」について考えさせた．
この発問を通して，スペイン人が課した強制労働や疫
病の流行によって先住民の人口が激減したため，アフ
リカ大陸の奴隷が新大陸の労働力として必要になった
ことを把握させた．最後に，オランダの繁栄について
追究させた．貿易の中心地であった地中海沿岸の都市
が衰退した理由を考えさせることにより，大西洋を中
心とする貿易の拠点となったオランダがヨーロッパ経
済の覇権を掌握したことを理解させるようにした．
　「終結」では，本授業の学習課題を確認させ，新航
路開拓による影響が①アメリカ大陸の植民地化や②大
西洋三角貿易の成立，③オランダの繁栄という 3 つの
点にあったことを整理した．その後，「アメリカ大陸
でのみ生産されていたジャガイモやトマトなどの食物
がヨーロッパを経由して世界中に広まった」という教
科書記述だけでは追究できない新航路開拓の影響を説
明し，新航路の開拓で世界に広まった食物リストを教
科書に掲載すべきかどうか考えさせた．「私たちの生
活にとって身近な内容であるため，歴史に対する興味
を持てると思うから」など食物リストの掲載に積極的
な生徒の意見が多数を占めた反面，「豆知識のような
ものだから，資料集程度で良い」や「覚えることが増
えるから」，「テストが大変になるから」など食物リス
トの掲載に消極的な意見もみられた．
　以上のように，「ヨーロッパと外の世界」は，「キリ
スト教世界とルネサンス」や「ヨーロッパ人との出会
い」とは異なる展開になるよう授業を開発し実施した．
具体的には，「ヨーロッパと外の世界」では，執筆者
の解釈を予想し探求させるだけでなく，教科書記述だ
けでは追究できない学習課題の回答を提示しその回答
を教科書に掲載すべきかどうか考えさせる活動を組織
することにより，執筆者の解釈を吟味させる授業作り
を行った．そのため，多くの生徒は，「キリスト教世
界とルネサンス」や「ヨーロッパ人との出会い」より
も「ヨーロッパと外の世界」の授業において，教科書
記述が多様な解釈のひとつに過ぎないことをよりよく
理解できるのではないだろうか．次のⅢ章では，生徒
が実験授業後に回答した意識調査の結果について検討
しよう．
 （安部統己）

Ⅲ．実験授業に関する生徒の意識調査とその分析

1．意識調査の計画
　本研究では，批判的教科書活用論が生徒の事実的教
科書観を変革する上で有効かどうか吟味するために，
生徒に質問する項目を次頁の資料 1 の通り設定した。
　問 1「大学院生の授業は分かりましたか」という問
いは，実験授業に対する理解の程度を測定する質問で
ある．問 2「大学院生の授業はためになりましたか」
という問いは，実験授業に対する関心・意欲・態度の
高まりを測定する質問である．問 3「大学院生の授業
を受けて，これまで持っていた教科書に対するイメー
ジに変化はありましたか」という問いは，実験授業に
よる生徒の教科書イメージの変化を測定する質問であ
る．問 4「『ヨーロッパと外の世界』の授業では，他
の 2 つの授業と異なり，教科書では扱われていない学
習課題の答えを取り上げ，それを教科書に掲載すべき
かどうか考える学習活動がありました．このような学
習活動は，行った方がよいと思いますか，それとも行
わなくてもよいと思いますか．そのように思った理由
も教えてください」という問いは，教科書記述の妥当
性を吟味する学習活動について生徒の意見を表現させ
る質問である．
　前章で説明した通り，「キリスト教世界とルネサン
ス」と「ヨーロッパ人との出会い」は，執筆者の解釈
を予想させ探求させる授業構成であるのに対して，

「ヨーロッパと外の世界」は執筆者の解釈を予想し探
求させるだけでなく吟味させる授業構成となってい
る．そのため，問 1～問 4 に対する生徒の答え方は大
きく異なるのではないか．例えば，教科書に対するイ
メージ変化を尋ねる問 3．執筆者の解釈を予想させ探
求させることしかさせない「キリスト教世界とルネサ
ンス」や「ヨーロッパ人との出会い」の授業よりも，
執筆者の解釈を吟味することに取り組ませる「ヨー
ロッパと外の世界」の授業を受けて教科書のイメージ
が変化したと回答する生徒が多いのではないか．また，
例えば，教科書記述の妥当性を吟味する学習活動につ
いて生徒の意見を表現させる問 4．「ヨーロッパと外
の世界」の授業を受けて教科書のイメージが変化した
生徒ほど，教科書記述の妥当性を吟味する学習活動を

「行った方がよい」と回答するのではないだろうか．
次の 2 節では，意識調査の結果を詳しく分析していこ
う．
 （藤瀬泰司）
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表 4　授業後に実施した意識調査の結果（問 1）

問 授業 回答 1 組 2組 3組 4組 学年
授業は分かり
ましたか

キリスト教世
界とルネサン
ス

ア 26人（70.3%） 23人（60.5%） 16人（48.5%） 26人（66.7%）  91人（61.9%）
イ  8人（21.6%） 13人（34.2%） 15人（45.5%）  8人（20.5%）  44人（29.9%）
ウ  3人（8.1%）  2人（5.3%）  1人（3.0%）  5人（12.8%）  11人（7.5%）
エ  0人（0.0%）  0人（0.0%）  1人（3.0%）  0人（0.0%）   1人（0.7%）
オ  1人（ — ）  0人（ — ）  1人（ — ）  1人（ — ）   3人（ — ）
合計 37人（100%） 38人（100%） 33人（100%） 39人（100%） 147人（100%）

ヨーロッパと
外の世界

ア 26人（68.4%） 24人（66.7%） 13人（43.3%） 26人（66.7%）  89人（62.2%）
イ 10人（26.3%）  8人（22.2%） 13人（43.3%） 10人（25.6%）  41人（30.1%）
ウ  2人（5.3%）  3人（8.3%）  3人（10.0%）  3人（7.7%）  11人（7.7%）
エ  0人（0.0%）  1人（2.7%）  1人（3.3%）  0人（0.0%）   2人（1.4%）
オ  0人（ — ）  2人（ — ）  4人（ — ）  1人（ — ）   7人（ — ）
合計 38人（100%） 36人（100%） 30人（100%） 39人（100%） 143人（100%）

ヨーロッパ人
との出会い

ア 22人（57.9%） 28人（77.8%） 14人（43.8%） 26人（72.2%）  90人（63.4%）
イ 14人（36.8%）  6人（16.7%） 13人（40.6%）  8人（22.2%）  41人（28.9%）
ウ  2人（5.3%）  1人（2.8%）  4人（12.5%）  2人（5.6%）   9人（6.3%）
エ  0人（0.0%）  1人（2.8%）  1人（3.1%）  0人（0.0%）   2人（1.4%）
オ  0人（ — ）  2人（ — ）  2人（ — ）  4人（ — ）   8人（ — ）
合計 38人（100%） 36人（100%） 32人（100%） 36人（100%） 142人（100%）

資料 1 　実験授業に対する生徒の意識を調査するための質問事項

問１．大学院生の授業は分かりましたか．それぞれの授業について，以下のア～オから記号を１つずつ選んでください．

問２．大学院生の授業はためになりましたか．それぞれの授業について以下のア～オから記号を１つずつ選んでください．

問３．大学院生の授業を受けて，これまで持っていた教科書に対するイメージに変化はありましたか．次のア～エか
ら１つ選び，その記号を選んだ理由を具体的に教えてください．

　　ア．「キリスト教世界とルネサンス」の授業を受けて，教科書に対するイメージに変化があった
　　イ．「ヨーロッパと外の世界」の授業を受けて，教科書に対するイメージに変化があった
　　ウ．「ヨーロッパ人との出会い」の授業を受けて，教科書に対するイメージに変化があった
　　エ．いずれの授業を受けても，教科書に対するイメージには全く変化がなかった
問４．「ヨーロッパと外の世界」の授業では，他の２つの授業と異なり，教科書では扱われていない学習課題の答え
を取り上げ，それを教科書に掲載すべきかどうか考える学習活動がありました．このような学習活動は，行った方
がよいと思いますか，それとも行わなくてもよいと思いますか．そのように思った理由も教えてください．

授業の主題 評価項目

「キリスト教世界とルネ
サンス」

ア．よく分かった イ．どちらかと言えば分かった
ウ．どちらかと言えば分からなかった エ．よく分からなかった
オ．授業を欠席したため回答できない

「ヨーロッパと外の世界」
ア．よく分かった イ．どちらかと言えば分かった
ウ．どちらかと言えば分からなかった エ．よく分からなかった
オ．授業を欠席したため回答できない

「ヨーロッパ人との出会
い」

ア．よく分かった イ．どちらかと言えば分かった
ウ．どちらかと言えば分からなかった エ．よく分からなかった
オ．授業を欠席したため回答できない

授業のテーマ 評価項目

「キリスト教世界とルネ
サンス」

ア．とてもためになった イ．どちらかと言えばためになった
ウ．どちらかと言えばためにならなかった エ．全くためにならなかった
オ．授業を欠席したため回答できない

「ヨーロッパと外の世界」
ア．とてもためになった イ．どちらかと言えばためになった
ウ．どちらかと言えばためにならなかった エ．全くためにならなかった
オ．授業を欠席したため回答できない

「ヨーロッパ人との出会
い」

ア．とてもためになった イ．どちらかと言えばためになった
ウ．どちらかと言えばためにならなかった エ．全くためにならなかった
オ．授業を欠席したため回答できない
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表 5　授業後に実施した意識調査の結果（問 2）

問 授業 回答 1 組 2組 3組 4組 学年
授業はために
なりましたか

キリスト教世
界とルネサン
ス

ア 20人（54.1%） 23人（60.5%） 12人（35.3%） 23人（59.0%）  78人（52.7%）
イ 15人（40.5%） 13人（34.2%） 20人（58.8%） 13人（33.3%）  61人（41.2%）
ウ  2人（5.4%）  2人（5.3%）  2人（5.9%）  3人（7.7%）   9人（6.1%）
エ  0人（0.0%）  0人（0.0%）  0人（0.0%）  0人（0.0%）   0人（0.0%）
オ  1人（ — ）  0人（ — ）  0人（ — ）  1人（ — ）   2人（ — ）
合計 37人（100%） 38人（100%） 34人（100%） 39人（100%） 148人（100%）

ヨーロッパと
外の世界

ア 23人（60.5%） 23人（63.9%） 11人（35.5%） 26人（66.7%）  83人（57.6%）
イ 13人（34.2%） 13人（36.1%） 17人（54.8%） 12人（30.8%）  55人（38.2%）
ウ  2人（5.3%）  0人（0.0%）  2人（6.5%）  1人（2.6%）   5人（3.5%）
エ  0人（0.0%）  0人（0.0%）  1人（3.2%）  0人（0.0%）   1人（0.7%）
オ  0人（ — ）  2人（ — ）  3人（ — ）  1人（ — ）   6人（ — ）
合計 38人（100%） 36人（100%） 31人（100%） 39人（100%） 144人（100%）

ヨーロッパ人
との出会い

ア 20人（52.6%） 26人（72.2%） 14人（42.4%） 25人（69.4%）  85人（59.4%）
イ 16人（42.1%） 10人（27.8%） 17人（51.5%） 10人（27.8%）  53人（37.1%）
ウ  2人（5.3%）  0人（0.0%）  2人（6.0%）  1人（2.8%）   5人（3.5%）
エ  0人（0.0%）  0人（0.0%）  0人（0.0%）  0人（0.0%）   0人（0.0%）
オ  0人（ — ）  2人（ — ）  1人（ — ）  4人（ — ）   7人（ — ）
合計 38人（100%） 36人（100%） 33人（100%） 36人（100%） 143人（100%）

表 6　授業後に実施した意識調査の結果（問 3）

問 回答 1 組 2組 3組 4組 学年
教科書に対す
るイメージに
変化はありま
したか

ア（キリスト教世界
とルネサンス）  3人（7.9%）  6人（15.8%）  6人（16.7%）  2人（5.1%）  17人（11.3%）

イ（ヨーロッパと外
の世界） 19人（50.0%） 12人（31.6%） 12人（33.3%） 11人（28.2%）  54人（35.8%）

ウ（ヨーロッパ人と
の出会い）  1人（2.6%）  8人（21.1%）  4人（11.1%）  2人（5.1%）  15人（9.9%）

エ（イメージに全く
変化がない） 15人（39.5%） 12人（31.6%） 14人（38.9%） 24人（61.5%）  65人（43.0%）

オ（欠席のため回答
できない）  0人（ — ）  0人（ — ）  0人（ — ）  1人（ — ）   1人（ — ）

合計 38人（100%） 38人（100%） 36人（100%） 39人（100%） 151人（100%）

表 7　授業後に実施した意識調査の結果（問 4）

問 回答 1 組 2組 3組 4組 学年
教科書に掲載
すべきかどう
か考える学習
活動を行った
ほうがよいか

行ったほうがよい 24人（63.2%） 33人（86.8%） 26人（76.5%） 32人（80.0%） 115人（76.7%）

行わなくてもよい  7人（18.4%）  5人（13.2%）  4人（11.8%）  6人（15.0%）  22人（14.7%）

その他（無回答，わ
からない等）  7人（18.4%）  0人（0.0%）  4人（11.8%）  2人（5.0%）  13人（8.7%）

合計 38人（100%） 38人（100%） 34人（100%） 40人（100%） 150人（100%）

08p041-053-fujise.indd   47 2016/12/05   17:04:39



48 藤 瀬 泰 司・安 部 統 己・中 村 俊 樹・米 満 昇 平

2．意識調査の結果
（１）調査結果の概要
　実験授業後に実施した意識調査の結果は，前頁の表
4，表 5，表 6，表 7 の通りである 6）．意識調査の質問
紙は，実験授業終了後に配布し，後日附属中学校の教
員が回収した．150 人分を回収し，回収率は 97.4％で
あった．本項では，意識調査の結果を概観しよう．
　問 1 の「授業は分かりましたか」について．アの「よ
く分かった」，イの「どちらかと言えば分かった」を
選んだ生徒は，「キリスト教世界とルネサンス」の授
業で 135 人（91.8％），「ヨーロッパと外の世界」で
130 人（90.9％），「ヨーロッパ人との出会い」で 131
人（92.3％）．いずれの授業も多くの生徒の歴史理解
を促す上で役立ったということができる．
　問 2 の「授業はためになりましたか」について．ア
の「とてもためになった」，イの「どちらかと言えば
ためになった」を選んだ生徒は，「キリスト教世界と
ルネサンス」の授業で 139 人（93.9％），「ヨーロッパ
と外の世界」で 138 人（95.8％），「ヨーロッパ人との
出会い」で 138 人（96.5％）．いずれの授業も多くの
生徒の関心・意欲を高める上で役立ったということが
できる．
　問 3 の「教科書に対するイメージに変化はありまし
たか」について．アの「キリスト教世界とルネサンス」
の授業を受けて教科書に対するイメージが変化したと
答えた生徒は 17 人（11.3％）. イの「ヨーロッパと外
の世界」の授業を受けて教科書のイメージが変化した
と答えた生徒は 54 人（35.8％）. ウの「ヨーロッパ人
との出会い」の授業を受けて教科書のイメージが変化
したと答えた生徒は 15 人（9.9％）．執筆者の解釈を
吟味させる活動を組織しなかった「キリスト教世界と
ルネサンス」や「ヨーロッパ人との出会い」の授業よ
りも，そのような学習活動を組織した「ヨーロッパと
外の世界」の授業を受けて教科書のイメージが変化し
た生徒が多いことが分かった . ただし，教科書に対す
るイメージに全く変化がないと答えた生徒が 65 人

（43.0％）いる点も見逃せない．この点については次
項で検討することにしよう．
　最後に問 4 の「教科書に掲載すべきかどうか考える
学習活動を行ったほうがよいか」について．アの「行っ
たほうがよい」を選んだ生徒が 115 人（76.7％）いる
ため，教科書記述の妥当性を吟味する学習活動を生徒
はおおむね肯定的に捉えていると判断できる．
　次項では，生徒の事実的教科書観の変革という本研
究の主題と特に関わりが深い問 3 と問 4 の回答結果を
取り上げ検討していこう．なお，紙幅の都合上，各授
業者が最後に授業を行い最も計画通りに進行したと考
える 1 組の回答結果を取り上げ，詳しく見ていくこと

にしたい．
（２）調査結果の分析
　①問 3 について
　まず，問 3 の回答結果を検討しよう．1 組の生徒の
うち「教科書に対するイメージに変化があった」と答
えた 23 人の回答は，次頁の資料 2 のように示すこと
ができる．生徒の回答を分析するにあたっては，一昨
年度の研究で採用した分析視点を用いた 7）．
　問 3 の回答結果を分析して明らかとなったことは次
の 2 点である．1 点目は，「ヨーロッパと外の世界」
の授業を受けて教科書のイメージが変化したと答えた
1 組の生徒 19 人のうち 17 人の回答は，「網羅的文章
観から選択的文章観へ」の項目に分類できることであ
る．4 番の「教科書によって，扱われている箇所が異
なっていることが分かった」という回答や 7 番の「教
科書全てが必要なものをのせていると思っていたけ
ど，実際は教科書をつくる人の判断なのだと思いまし
た」という回答，17 番の「教科書を作った会社ごと
に教科書の内容が大きく違う」という回答など，教科
書を執筆する側によってその内容が選択されており，
教科書によって内容が違うことに気づく生徒がいた．
また，5 番の「のっていないことをやって，教科書に
書かれていることが全てではないと思った」という回
答や 9 番の「『教科書にのせるべきか？』という問いで，
教科書が全てではないことを改めて意識したから」と
いう回答，18 番の「教科書に載っていないことも，
授業で取り扱ったので，教科書に載っていることが全
てではないと思った」という回答など，教科書が全て
ではないことに理解を示す生徒も多かった．さらに，
13 番の「今までは教科書に書いてあることが全てだ
と考えていたけど，載っていないこともあるので，資
料集をテスト前だけでなく，2 分前黙勉でも見ていき
たい」という回答や 19 番の「授業で学習したことが
教科書にのっていなくても，教科書からふみこんだ学
習をすることができる」という回答，22 番の「教科
書には全ての知識がのっているわけではないと知り，
自主的に興味があることは調べていこうと思いまし
た」という回答など，資料集を積極的に活用したり，
自主的な調べ学習を行ったりしようという考えを持つ
生徒もいた．1 組の回答結果を詳しく見ると，「ヨー
ロッパと外の世界」の授業を受けて教科書のイメージ
が変化した生徒の回答の多くは，「網羅的文章観から
選択的文章観へ」の項目に分類できることがわかった．
　2 点目は，「キリスト教世界とルネサンス」及び「ヨー
ロッパ人との出会い」の授業を受けて教科書のイメー
ジが変化したと答えた 1 組の生徒 4 人の回答は，「網
羅的文章観から選択的文章観へ」の項目に分類できな
いことである．まずは，「キリスト教世界とルネサンス」

08p041-053-fujise.indd   48 2016/12/05   17:04:39



49批判的教科書活用論に基づく中学校授業開発

資料 2　「教科書のイメージが変化した」と答えた 1 組の生徒 23 人の回答

番号 回答 記述回答

網羅的文
章観から
選択的文
章観

装飾的資
料観から
実用的資
料観

羅列的紙
面観から
調和的紙
面観

その他

１ ア 十字軍のことがわかった 〇

２ ア ヨーロッパ内のみでの出来事だと思っていたが，影響が
世界へ広まったところが変化した ○

３ ア 最初の自己紹介が面白く，内容が頭に入ってきたから ○

４ イ 教科書によって，扱われている箇所が異なっていること
が分かった ○

５ イ のっていないことをやって，教科書に書かれていること
が全てではないと思った ○

６ イ 教科書にのっていないもので大切なことがあるのはびっ
くりした ○

７ イ
教科書が香辛料をのせていないのが，必要ではないと判
断してのことだと分かり，全てが必要なものをのせてい
ると思っていたけど，実際は教科書をつくる人の判断な
のだと思いました

○

８ イ 教科書にのっていない内容を教えてもらったから ○

９ イ 「教科書にのせるべきか？」という問いで，教科書が全
てではないことを改めて意識したから ○

10 イ 情報の選び方についてわかった ○

11 イ 情報の選び方についてわかった ○

12 イ 身近なことが教科書にのっていなくてびっくりした ○

13 イ
今までは教科書に書いてあることが全てだと考えていた
けど，載っていない事もあるので，資料集をテスト前だ
けでなく，2分前黙勉でも見ていきたい

○

14 イ のってない情報も学べた ○

15 イ 今までコロンブスは英雄だと思っていたが，奴隷を買っ
たりしていたので，イメージが変わった ○

16 イ 教科書で扱われていない学習課題が出たから 〇

17 イ
教科書を作った会社ごとに教科書の内容が大きく違うの
で会社の価値観と，抜粋しているものとが違うから，教
科書が全てではないのだと思いました

○

18 イ 教科書に載っていないことも，授業で取り扱ったので，
教科書に載っていることが全てではないと思った ○

19 イ
授業で学習したことが教科書にのってなくても，教科書
からふみこんだ学習をすることができることがわかった
から．

○

20 イ 先住民へのイメージが授業の前と後で変わり，ヨーロッ
パがどのようなことをしていたのか分かったから 〇 ○

21 イ
教科書にのせるかを議論するのは新鮮だった．結構楽し
かった．教科書に書いてあることがすべて正しいとか，
すべて書いてあるとは限らないと思った

○

22 イ
教科書には全ての知識がのっているわけではないと知
り，自主的に興味があることは調べていこうと思いまし
た

○

23 ウ ヨーロッパ人はすごいのだと，学習をして分かった 〇
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の授業を受けて教科書のイメージが変化したと答えた
1 番，2 番，3 番の回答を見てみよう．1 番の「十字
軍のことがわかった」という回答や 2 番の「ヨーロッ
パ内のみでの出来事だと思っていたが，影響が世界へ
広まったところが変化した」という回答は，十字軍の
遠征による様々な社会的影響を記した教科書紙面を学
習したことにより教科書のイメージが変化した生徒の
回答であると判断できるため，「網羅的紙面観から調
和的紙面観へ」の項目に分類した．3 番の「最初の自
己紹介が面白く，内容が頭に入ってきたから」という
回答は，授業者のパーソナリティに注目しているため
「その他」の項目に分類した．次に，「ヨーロッパ人と
の出会い」の授業を受けて教科書のイメージが変化し
たと答えた 23 番の回答を見てみよう．23 番の「ヨー
ロッパ人はすごいのだと，学習をして分かった」とい
う回答は，教科書に掲載されている南蛮人渡来図屏風
や天正遣欧少年使節などの資料を丁寧に分析して当時
のヨーロッパ人の様子を具体的に知ったことにより教
科書のイメージが変化した生徒の回答であると判断で
きるため，「装飾的資料観から実用的資料観へ」の項
目に分類した．1 組の回答結果を詳しく見ると，「キ
リスト教世界とルネサンス」や「ヨーロッパ人との出
会い」の授業を受けて教科書のイメージが変化した生
徒の回答は，「網羅的紙面観から調和的紙面観へ」の
項目や「装飾的資料観から実用的資料観へ」の項目に
は分類できても，「網羅的文章観から選択的文章観へ」
の項目には分類できないことがわかった．
　教科書のイメージが変化したと答えた 1 組 23 人の
回答を分析すると，以上のように整理できる．この分
析結果に基づくと，「ヨーロッパと外の世界」の授業は，
網羅的文章観を選択的文章観に転換する上で効果的で
あったと評価できよう．
　②問 4 について
　前項では，「ヨーロッパと外の世界」の授業が網羅
的な教科書本文観を変革する上で有効に機能したこと

を明らかにした．それでは，なぜ「ヨーロッパと外の
世界」の授業は，網羅的な教科書本文観を変革する上
で有効に働いたのだろうか．結論を先取りすると，

「ヨーロッパと外の世界」の授業は，「キリスト教世界
とルネサンス」や「ヨーロッパ人との出会い」とは異
なり，教科書では扱われていない学習課題の答えを取
り上げ，それを教科書に掲載すべきかどうか考えさせ
る活動を組織したことにより，網羅的な教科書本文観
を変革できたのではないかと考える．この推論の妥当
性を検討するために，問 3 と問 4 の回答結果をクロス
させると，表 8 のように示すことができる．
　「キリスト教世界とルネサンス」の授業を受けて教
科書のイメージが変化したと回答した生徒 17 人のう
ち，教科書記述の妥当性を吟味する学習活動を「行っ
た方がよい」と回答した生徒は 14 人（82.4％）．「ヨー
ロッパと外の世界」の授業を受けて教科書のイメージ
が変化したと回答した生徒 54 人のうち，教科書記述
の妥当性を吟味する学習活動を「行った方がよい」と
回答した生徒は 46 人（85.2％）．「ヨーロッパ人との
出会い」の授業を受けて教科書のイメージが変化した
と回答した生徒 15 人のうち，教科書記述の妥当性を
吟味する学習活動を「行った方がよい」と回答した生
徒は 12 人（80.0％）．また，どの授業を受けても教科
書のイメージが変化しなかったと回答した生徒 65 人
のうち，教科書記述の妥当性を吟味する学習活動を

「行った方がよい」と回答した生徒は 43 人（66.2%）
であった．問 3 と問 4 の回答結果をクロスさせると，
「ヨーロッパと外の世界」の授業を受けて教科書のイ
メージが変化したと回答した生徒のうち，教科書記述
の妥当性を吟味する学習活動を「行った方がよい」と
回答した生徒の数は，「キリスト教世界とルネサンス」
や「ヨーロッパ人との出会い」の授業の場合と比べて
圧倒的に多く，教科書記述の妥当性を吟味する学習活
動が網羅的な教科書本文観を変革する上で有効に働い
た可能性があることが推測できる．

表 8　問 3 の回答を踏まえた問 4 の回答結果

問 3の回答
問 4の回答

ア（キリスト
教世界とル
ネサンス）

イ（ヨーロッ
パと外の世
界）

ウ（ヨーロッ
パ人との出
会い）

エ（変化なし）
オ（欠席のた

め回答でき
ない）

学年

行ったほうがよい 14人（82.4%） 46人（85.2%） 12人（80.0%） 43人（66.2%）  0人（ — ） 115人（76.2%）

行わなくてもよい  1人（5.9%）  4人（7.4%）  1人（6.7%） 16人（24.6%）  0人（ — ）  22人（14.6%）

その他（無回答，わ
からない等）  2人（11.8%）  4人（7.4%）  2人（13.3%）  6人（9.2%）  1人（ — ）  14人（9.3%）

合計 17人（100%） 54人（100%） 15人（100%） 65人（100%）  1人（ — ） 151人（100%）
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　この推測の妥当性をさらに検討するため，教科書記
述の妥当性を吟味する学習活動を「行った方がよい」
と答えた 1 組の生徒 24 人の回答に注目してみよう．
この 24 人の回答は，次頁の資料 3 のように示すこと
ができる．
　この回答結果を見てわかることは，問 3 でイ，つま
り「ヨーロッパと外の世界」の授業を受けて教科書の
イメージが変化したと回答した 15 人の生徒と，問 3
でエ，つまりどの授業を受けても教科書のイメージが
変化しなかったと回答した 6 人の生徒では，教科書記
述の妥当性を吟味する学習活動を「行った方がよい」
と答えた理由に違いが見られる点である．「ヨーロッ
パと外の世界」の授業を受けて教科書のイメージが変
化したと回答した生徒の中には，5 番の「教科書以外
の知識をもっている方が広い視野をもつことができ，
よりよい思考につながると思う」という回答や 6 番の

「教科書には載っていないことを学ぶ良い機会」とい
う回答，7 番の「教科書に載っていなくても，必要な
ことはたくさんあると思うし，これからの人生や経験
に役立つこともあるから」という回答や 8 番の「教科
書に載っていることが全てではないので，教科書に
載っていない歴史も学べていいと思うので行ったほう
が良い」という回答など，教科書に記述されていない
内容を学ぶことが重要だと考えて「行ったほうがよい」
と答えている生徒が見られる．
　それに対して，どの授業を受けても教科書のイメー
ジが変化しなかったと回答した生徒の中には，24 番
の「大事な情報が分かって教科書に書いていないこと
も知ることができる」という回答も見られるが，多く
の生徒は，例えば 19 番，21 番，22 番のように，教
科書の記述内容を吟味する学習活動を「面白い」「楽
しい」と感じたり，「情報は多いほうがいい」と考え
たりして回答しており，必ずしも教科書に記述されて
いない内容を学ぶことに意義を見出して「行ったほう
がよい」と回答しているわけではない．1 組の生徒が
教科書記述の妥当性を吟味する学習活動を「行った方
がよい」と答えた理由を比較・検討してみると，「ヨー
ロッパと外の世界」の授業を受けて教科書のイメージ
が変化した生徒のグループには教科書に記述されてい
ない内容を学ぶことに意義を見出している者が見られ
るが，どの授業を受けても教科書のイメージが変化し
なかった生徒のグループには，そのような内容を学ぶ
ことに意義を見出している者があまりいないという違
いが見られるわけである．
　以上のように，問 3 と問 4 の回答結果を分析すると，
「ヨーロッパと外の世界」の授業で組織した教科書記
述の妥当性を吟味させる活動は，生徒の網羅的文章観
を変革する上で効果的であったと結論付けることがで

きる．しかしながら，課題もある．それは，表 6 の示
す通り，教科書のイメージに変化がなかったと回答し
た生徒が 65 人（43.0％）もいたことである．このよ
うな結果になってしまった理由は，教科書記述の妥当
性を吟味させる活動のさせ方に問題があったからであ
ると考える．今回の実験授業では，教科書に記述され
ていない内容を生徒に提示し，それを「教科書に掲載
すべきかどうか」ということについて考えさせる学習
活動を組織した．しかしながら，このような学習活動
のさせ方では，教科書記述の妥当性を執筆者の立場で
検討させることが難しかったのではないか．その結果，

「覚えることが多くなる」や「テストが大変になる」
など，学習者の立場で教科書記述の妥当性を検討した
生徒の回答が少なからず見られ，彼らの教科書に対す
るイメージが全く変化しなかったのではないだろう
か．したがって，教科書記述の妥当性を執筆者の立場
で吟味させようとすれば，教科書に記述されてない内
容を示して「教科書に掲載すべきかどうか」を考えさ
せるのではなく，その内容を踏まえて「教科書を修正
すべきかどうか」を考えさせる必要があったと考える．
そうすれば，教科書に掲載されている資料の見直しを
図ったり，本文の一部を書き換えたりすると考えられ
るため，より多くの生徒が「教科書記述は多様な解釈
のひとつに過ぎない」ことや「執筆者が違えば教科書
記述も異なったものになる」ことをより実感できたの
ではないだろうか．
 （中村俊樹・米満昇平）

Ⅳ．研究の成果と課題

　本研究では，①批判的教科書活用論に基づくと，「な
ぜか」「結果どうなるか」という推論の思考を生徒に
求める社会科授業になりやすいかどうか，②批判的教
科書活用論は，生徒の事実的教科書観を変革する上で
有効かどうか，という 2 点を検討するために，「キリ
スト教世界とルネサンス」「ヨーロッパと外の世界」

「ヨーロッパ人との出会い」の授業を開発・実践する
とともに，生徒に対して意識調査を行いその結果を分
析した．本研究の成果と課題は以下の通りである．
　第 1 に，批判的教科書活用論に基づくと，「なぜか」

「結果どうなるか」という推論の思考を生徒に求める
社会科授業になりやすいということを具体的に示した
ことである．「キリスト教世界とルネサンス」では「十
字軍の遠征はヨーロッパにどのような影響を与えたの
だろうか」，「ヨーロッパと外の世界」では「ヨーロッ
パ人が開拓した新航路によって，世界にどのような影
響がもたらされたのだろうか」，「ヨーロッパ人との出
会い」では「キリスト教の伝来は日本にどのような影

08p041-053-fujise.indd   51 2016/12/05   17:04:40



52 藤 瀬 泰 司・安 部 統 己・中 村 俊 樹・米 満 昇 平

資料 3　教科書に掲載すべきかどうか考える学習活動を「行ったほうがよい」と答えた 1 組の生徒 24 人の回答

番号 問 3 の
回答 問 4の記述内容

１ ア どちらでもためになるから

２ ア 中学生で勉強もさかんな時期なので，色々なコトを覚えた方が良いし，歴史の流れがとらえやすく
なるし，自分の知識を増やしたりできる．付録としてつけるのが一番良いと思う

３ イ 教科書の内容を理解したうえで，そのような課題に取り組むことは，発想力や思考力をのばすこと
につながると思うから

４ イ 思考力や想像力が身に付くと思うから

５ イ 教科書以外の知識をもっている方が広い視野をもつことができ，よりよい思考につながると思うか
ら

６ イ 教科書には載っていないことを学ぶ良い機会だから

７ イ 教科書に載っていなくても，必要なことはたくさんあると思うし，これからの人生や経験に役立つ
こともあるから

８ イ 教科書に載っていることが全てではないので，教科書に載っていない歴史も学べていいと思うので
行ったほうが良いと思う

９ イ 教科書や資料集が全てだと思っていたけど，より効率の良い学習のため，必要があまりないという
ことで書かれていない内容もあると知ってびっくりした．こういう学習を行ったらいいと思う

10 イ 1 人 1 人の価値観と関係してくると思ったから．このような学習をすることで相手の価値観を知るこ
とができるから．価値観を知ることで相手を知り，共通点を見つけ団結しやすくなると思った

11 イ 他の単元と同じように，「ヨーロッパと外の世界」の所も大事と思うから

12 イ 視野が広がると思ったから

13 イ 他のことで意見を聞いたり，討論したりするのはいいと思うから

14 イ みんなで考える時間は大切だから

15 イ 豆知識にもなるし知っておいて損はないから

16 イ 多いにこしたことはないから

17 イ より深く広く知識を得ることができ，よりためになる学習ができるから

18 ウ さらに詳しく分かるから

19 エ 情報は多いほうがいいと思うし，知っておくと具体的な内容がよくわかり，イメージがしやすくな
ると思うから

20 エ 授業のもととなる教科書のことを，クラス全員で考えることで，より授業をきく姿勢がよくなり，
考えが深まると思うから

21 エ 面白いから

22 エ 楽しいから

23 エ いろいろ考える機会になるから

24 エ 大事な情報が分かって教科書に書いていないことも知ることができるから
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響をもたらしたのだろうか」という学習課題をそれぞ
れ設定し，その答えを追究させる授業を開発し実践し
た．いずれの紙面においても，十字軍の遠征や新航路
の開拓，キリスト教の伝来という出来事を既知にして，
その影響を生徒に推論させる発問を学習課題として設
定することになった．批判的教科書活用論に基づくと，
「なぜか」「結果どうなるか」という推論の思考を生徒
に求める授業になりやすいという仮説は，少なくとも
中学校歴史的分野においては妥当性があると判断でき
るのではないか．
　第 2 に，批判的教科書活用論は，生徒の事実的教科
書観を変革する上で有効であることを具体的に示した
ことである．本研究では，批判的教科書活用論が生徒
の事実的教科書観を変革する上で有効かどうか確かめ
るために，「キリスト教世界とルネサンス」及び「ヨー
ロッパ人との出会い」の授業では，教科書に記述され
ていない内容を生徒に示してそれを「教科書に掲載す
べきかどうか」考えさせる活動を組織せず，「ヨーロッ
パと外の世界」の授業においてのみこの学習活動を組
織した．その結果，教科書の文章は網羅的に記述され
ているのではなく，執筆者により選択的に記述されて
いるという教科書本文観を形成する生徒が，「キリス
ト教世界とルネサンス」及び「ヨーロッパ人との出会
い」の授業よりも「ヨーロッパと外の世界」の授業で
顕著に見られた．教科書に記述されていない内容を生
徒に提示しその掲載の可否を検討させるという批判的
教科書活用論に基づく学習活動の組織方法は，生徒の
事実的教科書観を変革する上で，その阻害要因になっ
ていると考えられる網羅的文章観を変容させる有効な
方法であると評価できる．
　しかしながら，この学習活動の組織方法には課題が
あることも分かった．その課題とは，「教科書記述は
多様な解釈のひとつに過ぎない」ことや「執筆者が異
なれば教科書記述も異なる」ことなど，教科書記述を
執筆者の解釈として捉えさせることが十分にできない
という点である．なぜなら，教科書に記述されていな
い内容を示して，それを「教科書に掲載すべきかどう
か」を生徒に問うやり方では，「覚えることが多くなる」
や「テストが大変になる」など，その問いの答えを学
習者の立場で考えさせてしまうからである．そのため，
教科書記述が多様な解釈のひとつに過ぎないことをよ
りよく理解させようとすれば，教科書に記述されてい
ない内容を提示してそれを「教科書に掲載すべきかど
うか」を検討させるのではなく，その内容を踏まえて
「教科書記述を修正すべきかどうか」を考えさせる必
要があると考える．そうすれば，教科書の執筆者とし
て既存の記述を変更すべきかどうか検討させることが
できるため，生徒の事実的教科書観をよりよく変革で

きるのではないだろうか．本研究では，教科書記述の
妥当性を吟味させる学習活動の組織方法に課題がある
ことが分かった．
 （藤瀬泰司）
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